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  令和４年６月２１日（火曜日）  午前１０時 開議 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

議事日程第３号 

    令和４年６月２１日（火曜日）午前１０時 開議 

 

      （総務文教常任委員長報告） 

日程第 １ 議第３１号 上山市議会議員及び上山市長の選挙における選挙運動に要する費用の公

費負担に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

日程第 ２ 議第３２号 上山市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

日程第 ３ 議第３３号 上山市市税条例等の一部を改正する条例の制定について 

 

      （産業厚生常任委員長報告） 

日程第 ４ 議第３４号 上山市上下水道事業経営審議会条例の制定について 

日程第 ５ 請願第３号 令和４年度水田活用の直接支払交付金の見直しに関する件 

 

      （予算特別委員長報告） 

日程第 ６ 議第３０号 令和４年度上山市一般会計補正予算（第３号） 

 

      （閉会中継続審査申出） 

日程第 ７ 請願第１号の継続審査の申し出について 

日程第 ８ 請願第２号の継続審査の申し出について 

 

      （追加議案） 

日程第 ９ 議会案第２号 令和４年度水田活用の直接支払交付金の見直しに関する意見書の提出

について 

 

      （閉会中継続調査申出） 

日程第１０ 常任委員会（総務文教、産業厚生）及び議会運営委員会の所管事務の調査について 

    （閉  会） 
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本日の会議に付した事件 

 議事日程第３号に同じ 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

出 欠 席 議 員 氏 名 

出席議員（１５人） 

  １番   長  澤  長右衛門  議員    ２番   石  山  正  明  議員 

  ３番   佐  藤  光  義  議員    ４番   守  岡     等  議員 

  ５番   髙  橋  要  市  議員    ６番   棚  井  裕  一  議員 

  ７番   谷  江  正  照  議員    ８番   尾  形  み ち 子  議員 

  ９番   川  口     豊  議員   １０番   中  川  と み 子  議員 

 １１番   神  保  光  一  議員   １２番   枝  松  直  樹  議員 

 １３番   川  崎  朋  巳  議員   １４番   髙  橋  義  明  議員 

 １５番   大  沢  芳  朋  議員 

 

欠席議員（０人） 

 

                                             

説 明 の た め 出 席 し た 者 

 

横  戸  長 兵 衛 市 長  山  本  幸  靖 副 市 長 

尾  形  俊  幸 
庶 務 課 長 
(併)選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 冨  士  英  樹 市政戦略課長 

鈴  木  英  夫 財 政 課 長  前  田  豊  孝 税 務 課 長 

佐  藤     毅 市民生活課長  鈴  木  直  美 健康推進課長 

鏡     裕  一 福 祉 課 長  大  澤  泰  雄 子ども子育て課長 

木  村  昌  光 商 工 課 長  安  田  紀  之 
観光・ブランド 
推 進 課 長 

漆  山     徹 
農林夢づくり課長 
（併）農業委員会 
事 務 局 長 

 横  戸  利  平 建 設 課 長 

須  貝  信  亮 上下水道課長  武  田     浩 
会 計 管 理 者 
( 兼 ) 会 計 課 長 

黒  田  彰  久 消 防 長  横  戸     隆 
教 育 委 員 会 
教 育 長 

土  屋  光  博 
教 育 委 員 会 
管 理 課 長  塚  原  洋  樹 

教 育 委 員 会 
学 校 教 育 課 長 
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高  橋  秀  典 
教 育 委 員 会 
生 涯 学 習 課 長  舟  越  信  弘 

教 育 委 員 会 
スポーツ振興課長 

板  垣  郁  子 
選挙管理委員会 
委 員 長  木  村  辰  也 

農 業 委 員 会 
会長職務代行者 

大  和     啓 監 査 委 員  鈴  木  淳  子 
監 査 委 員 
事 務 局 長 

 

                                             

事 務 局 職 員 出 席 者 

 

金  沢  直  之 事 務 局 長  鈴  木  淳  一 副 主 幹 

伊  藤  寛  人 主 査  齋  藤  理  恵 主 任 

 

    ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～    

 

開  議 

 

○長澤長右衛門議長 出席議員は定足数に達し

ておりますので、これより直ちに会議を開きま

す。 

 本日の会議は、お手元に配付いたしておりま

す議事日程第３号によって進めます。 

 初めに、本日の議事運営について議会運営委

員長の報告を求めます。 

 議会運営委員長髙橋義明議員。 

〔髙橋義明議会運営委員長 登壇〕 

○髙橋義明議会運営委員長 おはようございま

す。 

 去る６月１７日、議会運営委員会を開き、本

日の議事日程第３号について協議いたしました。

その結果について御報告申し上げます。 

 初めに、付託事件の審査結果について、総務

文教及び産業厚生常任委員長、続いて予算特別

委員長の順に報告を願い、それぞれ議決するこ

とにいたしました。 

 次に、請願２件について、所管の常任委員長

から閉会中の継続審査の申出があるため、これ

を議決することにいたしました。 

 次に、追加議案でありますが、議会案１件に

ついて、提案理由の説明の後、委員会付託をし

ないで議決することにいたしました。 

 最後に、各常任委員長及び議会運営委員長か

ら申出のある来年５月１４日までの閉会中の事

務調査について議決することにいたし、今期定

例会を閉会することにいたしました。 

 議事日程の詳細は、お手元に配付のとおりで

あります。 

 議員各位の御協力をよろしくお願い申し上げ、

以上で報告を終わります。 

○長澤長右衛門議長 お諮りいたします。 

 本日の議事運営は、ただいまの議会運営委員

長報告のとおり進めることに御異議ありません

か。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議会運営委員長報告のとおり進める

ことに決しました。 
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  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第１ 議第３１号 上山市議会 

      議員及び上山市長の選挙 

      における選挙運動に要す 

      る費用の公費負担に関す 

      る条例の一部を改正する 

      条例の制定について外２ 

      件 

      （総務文教常任委員長報告） 

 

○長澤長右衛門議長 日程第１、議第３１号か

ら日程第３、議第３３号までの計３件を一括議

題といたします。 

 総務文教常任委員長の報告を求めます。 

 総務文教常任委員長棚井裕一議員。 

〔棚井裕一総務文教常任委員長 登壇〕 

○棚井裕一総務文教常任委員長 今期定例会に

おいて、総務文教常任委員会に付託されました

議案３件について、審査いたしました経過並び

に結果について御報告を申し上げます。 

 最初に、議第３１号上山市議会議員及び上山

市長の選挙における選挙運動に要する費用の公

費負担に関する条例の一部を改正する条例の制

定について申し上げます。 

 本件は、公職選挙法施行令の一部改正に伴い、

必要な改正を行うため提案されたものでありま

す。 

 その内容は、３年に１度の参議院議員通常選

挙の年の基準額の見直しに伴い、物価の変動を

踏まえて、国政選挙における選挙運動に関し、

公費負担とする経費の限度額が引き上げられた

ことから、本市においても国に準じ、自動車の

借入契約により選挙運動用自動車を使用した場

合の１日当たりの限度額を１万５，８００円か

ら１万６，１００円に、燃料供給契約により選

挙運動用自動車に供給した燃料の代金単価の限

度額を１日当たり７，５６０円から７，７００

円に、選挙運動用ビラ１枚作成単価の限度額を

７円５１銭から７円７３銭に、選挙運動用ポス

ターの１枚単価の限度額は、単価に掲示場数を

乗じて得た額に加算額を加え、それを掲示場数

で除して得た額でありますが、その単価を５２

５円６銭から５４１円３１銭に、加算額を３１

万５００円から３１万６，２５０円にそれぞれ

引き上げるもので、公布の日から施行するもの

であります。 

 また、経過措置として、この条例の改正規定

は、この条例の施行の日以後、その期日を告示

される選挙について適用し、この条例の施行の

日の前日までに告示された選挙については、な

お従前の例によるとの説明を了承し、本件は原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、議第３２号上山市職員の育児休業等に

関する条例の一部を改正する条例の制定につい

て申し上げます。 

 本件は、国家公務員の育児休業等に関する法

律が委任する人事院規則の一部改正等に準じ、

必要な改正を行うため提案されたものでありま

す。 

 その内容は、非常勤職員に関する育児休業及

び職員が育児休業を取得しやすい勤務環境の整

備を行うもので、非常勤職員の育児休業につい

ては、週の勤務日数が３日未満など、育児休業

をすることができない職員を追加し、育児休業

の期間を、養育する事情に応じて１歳到達日か

ら２歳到達日と定めるほか、育児休業をした職

員の職務復帰後における号給の調整及び育児休

業をしている職員の期末手当等の支給の規定に

ついては、会計年度任用職員を対象外とするも
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のであります。さらに、部分休業をすることが

できない短時間勤務職員を追加し、部分休業の

承認の時間を最長２時間と規定するほか、条文

の整理を行うものであります。 

 また、任命権者は、妊娠または出産等につい

ての申出があった場合は、育児休業に関する制

度等を知らせるとともに、育児休業に係る意向

を確認するための面談等を行い、その申出を理

由として当該職員が不利益な取扱いを受けるこ

とがないようにする旨を定めるとともに、育児

休業の承認の請求が円滑に行われるよう、研修

の実施、相談体制の整備など、育児休業に係る

勤務環境の整備の措置を講じなければならない

と定めるもので、公布の日から施行するとの説

明を了承し、本件は原案のとおり可決すべきも

のと決しました。 

 最後に、議第３３号上山市市税条例等の一部

を改正する条例の制定について申し上げます。 

 本件は、地方税法等の一部改正に伴い、必要

な改正を行うため提案されたものであります。 

 その内容は、納税証明書の交付手数料、市民

税の申告、固定資産税の特例等に関する改正で

ありますが、納税証明書の交付手数料について

は、法改正により、ＤＶ被害者等の証明書は、

住所に代わる事項を記載した証明書を交付でき

ると規定されたことから、その証明書も交付手

数料の対象に含めるとするものであります。 

 個人市民税については、これまで上場株式等

の配当や譲渡所得等は、所得税と個人住民税の

課税方式をそれぞれ選択できましたが、令和５

年の所得申告から、確定申告書への記載のみで

課税する方式に統一されるものであります。 

 また、公的年金等の受給者の市民税の申告に

ついては、配偶者特別控除に該当しない者の規

定に、前年の合計所得が９５万円以下の配偶者

を追加するものであります。 

 さらに、扶養親族申告書の記載事項において、

給与所得者については、退職手当等の所得を有

する配偶者や扶養親族等についても記載するも

のとし、公的年金等の受給者については、特定

配偶者と退職手当等を有する１６歳超の扶養親

族の記載を追加するものであります。 

 個人市民税の住宅ローン控除については、住

宅ローン控除を適用する入居期限を令和７年１

２月３１日までの４年間延長し、控除期間を令

和２０年度まで５年間延長するものであります。 

 このほか、所得税の申告方式の改正に伴い、

外国居住者等及び日本に居住している外国人が

得た利子及び配当等に係る申告方式の規定を整

理するものであります。 

 固定資産税の減額については、一般住宅にお

いて省エネ改修をした場合の対象が拡充された

ことに伴い、熱損失防止改修住宅から熱損失防

止改修等住宅に、特定熱損失防止改修住宅から

特定熱損失防止改修等住宅にそれぞれ改正し、

また、下水道処理施設の減税割合を４分の３か

ら５分の４に改めるほか、土地の固定資産税及

び都市計画税の負担調整措置として、令和４年

度に限り、地価が一定以上に上昇した商業地等

の税額の上昇幅を現行の５％から、評価額の２．

５％を上限とする特例措置を講ずるものであり

ます。 

 このほか、引用条項等の改正及び条項等文言

の削除や整理を行うもので、公布の日から施行

し、令和４年４月１日から適用するものであり

ますが、扶養親族等申告書の記載事項の変更や

住宅ローン控除について規定した改正について

は令和５年１月１日、確定申告の方法等の変更

に伴う個人住民税の申告の変更について規定し

た改正については、令和６年１月１日に施行す
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るものであります。 

 納税証明書の交付手数料に関する規定につい

ては、根拠となる民法等の一部を改正する法律

における不動産登記法の一部についての施行日

を定める政令が未制定のため、その政令に合わ

せるための規定とするものであり、納税証明書

に関する経過措置として、その施行日以後の証

明書に適用するものであります。 

 市民税に関する経過措置についてであります

が、給与所得者及び公的年金等の受給者の扶養

親族等申告書の規定については、施行日の令和

５年１月１日以後の給与と公的年金等に適用し、 

施行日前については、なお従前の例によるもの

であります。 

 確定申告の方法等の変更に伴う個人市民税の

申告の変更に関する規定については、令和６年

度以後の年度分の個人市民税について適用し、

令和５年度分までの個人市民税については、な

お従前の例によるものであります。 

 固定資産税に関する経過措置についてであり

ますが、別段の定めがあるものを除き、固定資

産税に関する規定については、令和４年度以後

の年度分の固定資産税について適用し、令和３

年度分までの固定資産税については、なお従前

の例によるものであります。 

 また、令和２年４月１日から令和４年３月３

１日の間に取得した下水道処理施設の減免につ

いては、なお従前の例によるとするものであり

ます。 

 都市計画税に関する経過措置についてであり

ますが、都市計画税に関する規定は、令和４年

度以後の年度分の都市計画税について適用し、

令和３年度分までの都市計画税については、な

お従前の例によるものとする説明を了承し、本

件は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 以上で報告を終わります。 

○長澤長右衛門議長 これより質疑に入ります。 

 質疑があれば発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 総務文教常任委員長報告の議案３件は原案可

決でありますが、総務文教常任委員長報告のと

おり決することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、総務文教常任委員長報告のとおり決

しました。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第４ 議第３４号 上山市上下 

      水道事業経営審議会条例 

      の制定について外１件 

      （産業厚生常任委員長報告） 

 

○長澤長右衛門議長 日程第４、議第３４号及

び日程第５、請願第３号の計２件を一括議題と

いたします。 

 産業厚生常任委員長の報告を求めます。 

 産業厚生常任委員長佐藤光義議員。 

〔佐藤光義産業厚生常任委員長 登壇〕 

○佐藤光義産業厚生常任委員長 今期定例会に

おいて、産業厚生常任委員会に付託されました

議案１件及び請願１件について、審査いたしま

した経過並びに結果について御報告を申し上げ

ます。 
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 議第３４号上山市上下水道事業経営審議会条

例の制定について申し上げます。 

 本件は、上下水道事業の経営全般を審議する

諮問機関を設置するため提案されたものであり

ます。 

 その内容は、上下水道課が所管する水道事業、

下水道事業、農業集落排水事業、浄化槽事業の

円滑な事業運営を図るため、学識経験者・公共

的団体等・利用者の中から市長の委嘱を受けた

１５人以内の委員で組織する審議会を設置し、

市長の諮問に応じ、上下水道課が所管する事業

全般の経営に関する事項を調査審議することを

定めるものであります。このほか、委員の任期、

審議会の役職などを定め、公布の日から施行す

るとともに、従前の上山市水道事業経営審議会

条例を廃止するとの説明でありました。 

 委員会では、料金の改定も諮問の対象となる

かただしたところ、経営状況により料金の改定

も諮ることになるが、先に全体の健全経営を進

めていくべきものであるとの答弁を了承し、本

件は原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 次に、請願第３号令和４年度水田活用の直接

支払交付金の見直しに関する件について、御報

告申し上げます。 

 本請願は、国から示された令和４年度におけ

る水田活用の直接支払交付金の見直しにより、

今後５年間に１度も水張りを行わない水田が交

付対象から除外されることや多年生作物への交

付金が削減されるなど、現場では大きな混乱が

生じていることや、今後、耕作放棄地や離農者

の増加が懸念されるため、現場の課題を十分に

検証した上で、水田活用の運用の見直しや生産

の維持・拡大に向けた支援の拡充など、適切か

つ万全の対策を講ずるよう、令和４年度水田活

用の直接支払交付金の見直しに関する意見書を

政府及び関係機関に提出願いたいとして、山形

市旅篭町一丁目１２番３５号、山形農業協同組

合代表理事組合長外１名から提出されたもので

あります。 

 委員会では、慎重に審査を行ったところ、こ

のたびの直接支払交付金の見直しによって大き

な影響を受けるのは、比較的生産性の低い利用

がなされている水田であり、支援の縮小により

経営をより圧迫することになるとの意見や、交

付対象水田でソバの栽培を行っている営農者に

も大きな影響を及ぼし、地元産のそば粉の供給

の減少を招くことが懸念されるなどの意見が出

され、営農の継続に本交付金の果たす役割は大

きく、農業も基幹産業である本市においては、

今後の農業経営に深刻な影響を与えかねないと

考えられることから、請願第３号は願意妥当と

認め、採択すべきものと決しました。 

 以上で報告を終わります。 

○長澤長右衛門議長 これより質疑に入ります。 

 質疑があれば発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 産業厚生常任委員長報告の議案１件は原案可

決、請願１件は採択でありますが、産業厚生常

任委員長報告のとおり決することに御異議あり

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、産業厚生常任委員長報告のとおり決

しました。 
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 日程第６ 議第３０号 令和４年度 

      上山市一般会計補正予算 

      （第３号） 

      （予算特別委員長報告） 

 

○長澤長右衛門議長 日程第６、議第３０号を

議題といたします。 

 予算特別委員長の報告を求めます。 

 予算特別委員長中川とみ子議員。 

〔中川とみ子予算特別委員長 登壇〕 

○中川とみ子予算特別委員長 今期定例会にお

いて、予算特別委員会に付託されました予算関

係議案１件について、審査いたしました結果に

ついて御報告申し上げます。 

 なお、全議員で構成する予算特別委員会であ

りますので、ここで再び審査の状況、経過等に

ついて詳細に述べることを省略させていただき、

後日、委員会記録により御承知いただきたいと

存じます。 

 議第３０号令和４年度上山市一般会計補正予

算（第３号）につきましては、新型コロナウイ

ルス感染症対策に要する経費など、早急に予算

措置を必要とするものについて補正したもので、

歳入歳出それぞれ１，６５０万円を追加し、歳

入歳出予算の総額をそれぞれ１６８億４，１５

０万円とする補正であり、採決の結果、原案の

とおり可決すべきものと決しました。 

 以上で報告を終わります。 

○長澤長右衛門議長 これより質疑に入ります。 

 質疑があれば発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 予算特別委員長報告の議案１件は原案可決で

ありますが、予算特別委員長報告のとおり決す

ることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、予算特別委員長報告のとおり決しま

した。 

 

  ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～   

 日程第７ 請願第１号の継続審査の 

      申し出について外１件 

      （閉会中継続審査申出） 

 

○長澤長右衛門議長 日程第７、請願第１号の

継続審査の申し出について及び日程第８、請願

第２号の継続審査の申し出についての計２件を

一括議題といたします。 

 ただいま議題といたしました請願２件は、所

管常任委員長から、目下委員会において審査中

の事件につき、会議規則第１０４条の規定によ

り、お手元に配付いたしました申出書のとおり

継続審査の申出があります。 

 よって、お諮りいたします。 

 所管常任委員長から申出のとおり、閉会中の

継続審査に付することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、所管常任委員長から申出のとおり、

閉会中の継続審査に付することに決しました。 
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 日程第９ 議会案第２号 令和４年 

      度水田活用の直接支払交 

      付金の見直しに関する意 

      見書の提出について 

       （追加議案） 

 

○長澤長右衛門議長 日程第９、議会案第２号

令和４年度水田活用の直接支払交付金の見直し

に関する意見書の提出についてを議題といたし

ます。 

 提案理由の説明を求めます。産業厚生常任委

員長佐藤光義議員。 

〔佐藤光義産業厚生常任委員長 登壇〕 

○佐藤光義産業厚生常任委員長 議会案第２号

令和４年度水田活用の直接支払交付金の見直し

に関する意見書の提出について、提案理由の説

明を申し上げます。 

 国から令和４年度の水田活用の直接支払交付

金の見直しが示されておりますが、補助金の交

付対象水田の要件などが現場の実態と大きく異

なり、大きな混乱が生じているばかりでなく、

今後の耕作放棄地や離農者の増加などが懸念さ

れております。 

 今後５年間に１度も水張りを行わない水田を

交付対象から除外することは、これまでの産地

の取組や地域実態等を踏まえ、その運用を見直

すとともに、関連施策の拡充を図るべきである

こと、また、交付対象水田を畑地化し土地利用

型の営農形態とした場合でも、生産者の所得が

減少することなく生産活動に取り組めるよう、

畑作物の再生産に必要な措置を講ずるべきであ

ること、多年生作物（牧草）への交付金の削減

は、賃借料や土地改良、水利費の負担が重くな

ることに加え、輸入乾牧草の価格高騰が続いて

いることを踏まえ、牧草の生産維持・拡大に向

けた支援策を講ずるべきであることなど、農業

も基幹産業である本市において、営農の継続に

本交付金の果たす役割は大きく、支援の縮小は

農業経営を圧迫することになりかねないことか

ら、令和４年度水田活用の直接支払交付金の見

直しに関する意見書を提出するものであります。 

 なお、意見書の案文につきましては、議員各

位のお手元に配付しておりますので、よろしく

御賛同賜りますようお願い申し上げ、提案理由

といたします。 

○長澤長右衛門議長 これより質疑に入ります。

質疑があれば発言を許します。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 質疑はないものと認めま

す。 

 次に、討論に入ります。 

 通告がありませんので、討論はないものと認

めます。 

 よって、採決いたします。 

 議会案第２号令和４年度水田活用の直接支払

交付金の見直しに関する意見書の提出について

は、原案のとおり可決することに御異議ありま

せんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、議会案第２号は原案のとおり可決す

ることに決しました。 
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 日程第１０ 常任委員会（総務文教、 

       産業厚生）及び議会運 

       営委員会の所管事務の 

       調査について 

       （閉会中継続調査申出） 
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○長澤長右衛門議長 日程第１０、常任委員会

及び議会運営委員会の所管事務の調査について

を議題といたします。 

 ただいま議題といたしました件は、各常任委

員長及び議会運営委員長から、会議規則第１０

４条の規定により、お手元に配付いたしました

申出書のとおり閉会中における事務の調査につ

いて申出があります。 

 お諮りいたします。 

 各委員長から申出のとおり、閉会中の事務の

調査とすることに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、各委員長から申出のとおり、閉会中

における事務の調査とすることに決しました。 

 最後にお諮りいたします。 

 今期定例会において議決されました議案の中

で、条項、字句、数字、その他整理を要するも

のにつきましては、その整理を議長に委任願い

たいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○長澤長右衛門議長 御異議なしと認めます。 

 よって、条項、字句、数字、その他整理を要

するものにつきましては、議長に委任すること

に決しました。 
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閉  会 

 

○長澤長右衛門議長 以上で今期定例会の日程

の全部を終了いたしました。 

 これをもって第５２３回定例会を閉会いたし

ます。 

    午前１０時３０分 閉 会 
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